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中央・北地域部会（粟一会）について

地域移行へ
の取り組み

中央・北地域部会（粟一会）

GSV
地域課題
研修

計画相談支援
など

LINE
グループ

地域移行支援
WG（月1回）

座談会
（3ヶ月に1回）

ミニ事例検
討

事業相談

基幹相談支援
センター

〇開催日時
毎月第3木曜日 13：30～15：30
〇開催場所
北ふれあいセンター3階 メンタルサポートルーム
※Zoom対応は要検討。一度、対面式にもどす？
〇参加機関
岡山市北区をエリアとしている相談支援事業所および行政機関
（福祉事務所、保健センター）など



計画相談支援に関する情報共有

〇岡山市障害者自立支援協議会（各専門部会）との密な連携、
情報共有を行なう。

〇相談支援専門員の情報交換会（通称：座談会）を開催。参
加者から「本体の会では話せないような内容もざっくばらん
に話しやすい」との声をうけて、今年度も企画。

〇重層的な相談支援体制の構築を図るべく、岡山市障害者基
幹相談支援センターと連携していく。



地域課題

〇地域部会の参加申込書に「日頃の困りごとメモ欄」を作り、記載
してもらう。

〇地域課題を2ヶ月連続で行ない、出ている課題について早めに検
討する。

〇地域課題を把握し、協議会（専門部会）の活用を意識して意
見をあげる。

〇協議会（専門部会）で協議した結果を地域部会へ素早く確
実に報告する。



研修会

〇参加者の希望により研修テーマを決めていく

（案）

ハローワークの業務について

金銭管理について

依存症の知識と対応について

個別避難計画について

などなど



GSV（グループスーパービジョン）

〇相談支援従事者養成研修で学んだ視点や技法をいかして、グ
ループスーパービジョンを行う。

〇抱え込み防止と質の向上に向けて、参加者全員が取り組め
るように働きかけを行う。



地域移行支援WG
〇参加事業所

岡山市こころの健康センター、岡山パブリック法律事務所、岡山保護観察所、精神科病院、

岡山市障害者基幹相談支援センター、相談支援機能強化事業所、相談支援事業所

〇開催頻度

毎月第4（金）14:00～15:30 ＠岡山県精神科医療センター

〇次年度取り組みたいこと

・患者と相談支援専門員が出会える場の確保（地域交流会など）

・ピアサポーターの積極的な活用

・地域部会との連動で参加者を増やす（退院支援事例をテーマとしたGSVの実施等）

・地域移行支援パスWG、他地域移行WG（南西、東部）との連動

・居住確保などに必要であるインフォーマルな社会資源の共有

・医療観察法対象者に対する地域移行支援の提供 等



その他

〇地域生活支援拠点事業における体制整備に関する取り組み。短
期入所事業所の情報収集や人材育成のためのOJT参加を呼びかけ
る。

〇日中サービス支援型共同生活援助の評価を行う。福祉サービス
部会で作成された評価票をもとに実施。
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